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下記のとおり最終研究を報告します。

研究テーマ 低温光共振器を用いた超高安定化光源の開発

終了報告

我々は、レーザーの周波数変動が1秒間で10・
7程

度のアラン分散を持
を行つている。この安定化光源では、共振器の長さ

にレーザーの周波数を合わせる事で安定化を行うが、ここで問題となる
のが振動による共振器の弾性変形である。目標の周波数安定度を達成
する為には、約lHzの低周波数帯で東京の地面振動レベルを約1桁改善
させなければならない。しかし、通常の受動的な防振装置では、低周波

数帯での防振性能が不十分、また冷却装置から流入する振動まで低減
させるのは難しいなどといつた問題がある。
そこで我々は、能動防振暑置(Hoxaood)の開発を行つている。Hexapod

は6本の足を持つ防振台で、それぞれの脚にピエゾが組み込まれてお

り、足の長さをフィードバック制御する事で共振器に加わる振動を低減さ
せる事ができる。現在までにピエゾに加わる力に対するHexapodの応答
を有限要素解析を用いて調べ、6本の脚の大さや長さを工夫する事で十

分な性能が期待される事を確認した(別紙図1)。 これにより、Hexaoodの
疇滸存亭成させた(別 紙図2)。 これは、来年度中に本体を完成させ、日標
の防振を達成させる予定である。

また、磁場雑音に強い新型アクチュエ三夕:コ イルーコイルアクチュエータ
についても、電流導入用の導線を必要とせず、振動などの雑音を導入し
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正田さんは、本研究室で進めている研究テーマである「低温光共振器を用いた

超高安定化光源の開発」の中で重要な役割を果たしています。特に、光共振器
の防振システムは彼女が中心となり開発を進めている部分ですが、彼女の貢献

により地面振動を要求値まで遮断するだけの能力をもったシステムのデザイン

が完成しました。今後は実機での検証実験実施に期待しています。

所属部届: 理や1■o嗽 ネう


